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裾野形状が指数関数型分布のとき n 個のサンプル値の最大値の漸近分布形状を誘導せよ。

ただし、右側の裾野は指数関数型であるものとする。また、この分布の解析のための確率

紙を作るとき、縦軸、横軸をどのようにとればよいか。 
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